
第１８回 地域こども支援団体連絡会 アンケート集計結果

実施日時： 令和元年10月18日（金）10:00～12:00
場所： 大阪府教育会館たかつガーデン地下１階オリーブ

回答数： 14人 参加者数： 31人 回答率： 45.2%
35人

選択肢
1 とても参
考になった

2 参考に
なった

3 どちらで
もない

4 あまり参
考にならな

かった

5 全く参考
にならな
かった

無回答 総数

回答数 7 3 1 0 0 3 14
構成比 50.0% 21.4% 7.1% 0% 0% 21.4% 100%

〔参考になったこと、印象に残ったこと〕
1 とても参考になった

2 参考になった

3 どちらでもない
・よく解らなかった。

無回答

・HPやブログなどに使用する写真について、楽しい写真を使うようにしていたが、気づけば雑多な
ものになっていたかもしれない。

・広報する時「ひとりの人を思いうかべて作成した」という話を聞いて、そういうやり方でも良いんだ、
と思うことができました。

・前から知りたい内容だったので、ありがたかった。ホームページの更新は信頼の積み重ね、という
考え方が「なるほど」と思った。

・居場所づくりは、熱心に取り組まれていても、パソコンが使えないという方に出会うことが多かった
ので、良い点をお伝えしたいと思います。

総参加数（スタッフ含む）：

設問１　「インターネットを活用した広報活動」について

・広報は信頼・共感があって、という言葉が印象に残りました。ありがとうございました。
・情報の発信はターゲットをしぼって…というのが参考になりました。
・２W1Hの考えをしっかり持って広報活動が重要である⇒再認識

・団体の活動の紹介に、写真の撮影に対する許可や、どこまで（顔OK、後ろ姿OK）という問い合わ
せを初回にするところは参考になりました。イラストの著作権等、慎重にならないといけない事もあ
ると思うので、情報発信する立場でもあり、情報収集も常に心がけなければと感じました。

・広報する先のターゲットに、特定の人物を思い描きながら広報内容を考えること。広報する目的を
明確にしておくこと。

・広報のやり方について自分のやり方だけで行っていたので参考になりました。

・欲ばってたくさんに向けて発信するよりも、1人に向けて発信したほうが良いというのは学びになり
ました。つい、あれもこれもと思ってしまうので。

・全体的に非常に参考なりました

・広報は具体的に誰に伝えたいかを明確にすることが大切であるということが印象深かった。学生
ボランティアを募集する場合、HPからの応募であれば学生のハードルも低く気軽にできるかなと
思った。
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・子ども食堂の地域への周知方法、衛生管理

・新しい技術などを使って、おもしろい方法で活動されている団体を知りたい。また、クラウドファン
ディングについて、詳しく知りたい。

・分かりやすく、おもしろかったです。ありがとうございました。

・情報発信について、プロの方の考えを聞いたのは初めてだったので、貴重な機会でした。ありが
とうございました。

・またこのような研修参加したいです。

・利用者、虐待の疑いの子どもに対して

設問３　その他、ご意見・ご感想など、ご自由にお書きください。

・関係機関との連携で、社協の立場から、行政、団体にアプローチしてますが、実施団体さん主体
でつながりづくりをどのようにされているかお聞きしたいです。

設問２　今後の「地域こども支援団体連絡会」に期待すること、取り上げてほしいテーマ

・子ども食堂で使用している農・水・畜産物の生産過程・輸入に対する基礎知識。
・こどもたちの支援に関する事を今後たくさん開催して頂きたい。
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